現代の若者労働－人間発達の観点からの考察－ by 長沢 孝司
日本福祉大学福祉社会開発研究所『日本福祉大学研究紀要－現代と文化』




























































































1999 年 2000 年 2001 年 2004 年 2007 年 2011 年 2015 年
全　体 66.9 68.2 65.2 65.6 67.3 70.9 70.4
うち 20 代 64.5 65.2 58.4 60.1 65.3 70.7 68.2
図 1-1　生活満足度の推移





























自国の将来 自分自身に満足している 自国のために役立ちたい 社会に役立つことに充実感
明るい 暗い そう思う そう思わない 賛成する 反対する あてはまる あてはまらない
日　本 28.8 54.2 45.8 54.2 54.5 13.4 61.1 38.9
韓　国 43.1 43.3 71.5 28.5 43.2 27.8 78.6 21.4
アメリカ 57.0 30.6 86.0 14.0 42.4 30.3 81.9 18.1
英　国 59.6 26.3 83.1 16.9 40.6 31.0 76.3 23.7
ドイツ 66.3 27.9 80.9 19.1 49.7 18.3 72.9 27.3
フランス 36.0 55.8 82.7 17.3 44.8 24.0 74.0 26.0








































































調査年 1999 年 2001 年 2004 年 2007 年 2011 年 2015 年
終身雇用 全　体 72.3 76.1 78.0 86.1 87.5 87.9
20～29 歳 67.3 64.0 65.3 81.1 84.6 87.3
年功賃金 全　体 60.8 62.3 66.7 71.9 74.5 76.3
























けて 2010 年に 72.9％とピークに達したあと急減し，2015 年に 58.9％となっている．今日の若者
が急速に企業との距離感を強めていることは，この調査を行った日本生産性本部も認めており，
（％）
調査年 2001 年 2004 年 2007 年 2010 年 2013 年 2016 年
仕事を通して人間関係
を広げたい
そう思う 80 80 77 80 78 71
ややそう思う 16 16 19 16 18 23
社会や人々から感謝さ
れる仕事がしたい
そう思う 64 70 66 75 74 66
ややそう思う 27 24 27 22 22 28
専門技能を身につけた
い
そう思う 73 69 67 67 58 60
ややそう思う 20 23 27 27 31 32
役職につくため多少苦
労しても頑張る
そう思う 40 42 40 44 48 43
ややそう思う 38   39 39 39 38 42
終身雇用時代でないの
で会社に甘えない
そう思う 51 50 38 38 36 26
ややそう思う 37 39 48 47 49 51
面白い仕事であれば収
入は少なくてもよい
そう思う 21 17 14 14 16 11
ややそう思う 44 45 41 44 44 38
図 1-5　新入社員の仕事についての考えや希望


















後時点で行った変化を見ると，「社会人生活に期待している」という回答は 2012 年の 79.2％か















































































































































あり，また，公式統計には表れない不払い残業は男女とも 20 歳代が最も多く，男性 43.9％，女
性 40.6％となっている（16）．そのため，若者が初職を辞めた理由のトップは「労働時間・休日・
休暇の条件がよくなかった」である（17）．そして，長時間労働に伴う各種疾患，過労死（過労自















言ってきたのは「日本の特殊性」である．これは戦前の ILO の１号条約（1 日８時間労働制，





















20 代　　 2.9％ 22.4％
30 代　　 13.7％ 31.6％
40 代　　 31.9％ 26.6％
50 代　　 36.7％ 15.2％
60 代　　 13.4％ 3.6％
70 代以上 1.3％ 0.5％
平均年齢 49.3 歳  39.0 歳
図 2-3　労災の発症時の年齢
（1）厚労省調査．2010～2015 年平均．同省が過労死弁護団に示した資料．





























































































































































































































21 50 20 7 2
管理職の部下指導
力の低下
5 51 35 7 2
先輩の後輩指導力
の低下
6 47 38 32 2
失敗・成功体験の
機会の減少
8 38 32 19 4
上 下 の コ ミ ュ ニ
ケーションの低下
9 36 37 15 3
業務細分化により
考える機会が減少
7 32 36 20 5
職場内のチーム力
の低下（専業化）
9 29 36 19 5
図 2-6　人事担当者の若手育成に対する課題認識
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